
地政学リスクの織り込みで一時80ドル台到達
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台後半まで値上がりする展開になった。3月1日高値は80.85ドル

に達し、昨年11月7日以来の高値を更新している。引き続き中東情勢に対する警戒感が強い。3月10日

からイスラム教のラマダン（断食月）を控えていることもあってイスラエルとハマスの休戦合意を模索

する動きも見られたが、早期合意は困難との見方が織り込まれている。引き続き紅海では武装組織フー

シ派の船舶に対する攻撃も続いている。また、石油輸出国機構（OPEC）プラスが4月以降の自主減産延

長で近く合意するとの見方が浮上したこともポジティブ。

地政学リスク主導の展開が続いている。バイデン米大統領は3月4日までにイスラエルとハマスの休戦合

意が可能との見通しを示したが、その後は「難しい」と発言を後退させている。仮に休戦合意が実現す

れば急反落を迫られる可能性もあるが、イスラエルとハマスの双方から早期の合意形成には否定的な発

言が報じられている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月23日時点）は、原油が前週比420万バレル増、ガ

ソリンが283万バレル減、石油精製品が51万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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地政学リスクで底固い展開、80ドル台には抵抗あるも

2

【展望】

中東情勢に強く依存した相場環境が続く。イスラエルとハマ

スの休戦合意への期待感が高まらず、高いレベルの緊張状態

が維持されると、徐々に80ドル台での取引時間が増える見通

し。需給ひっ迫化がみられないため、80ドル台から更に大き

く上昇する環境にもないが、80ドル台前半で上値切り上げを

打診する展開になる見通し。特にOPECプラスの減産延長を

巡る議論に進展がみられると、買い安心感が強まろう。

イスラエルとハマスの間では激しい戦闘が続いている。イス

ラエルはガザ地区南部に対する攻勢を強めており、国際社会

の批判に対応していない。休戦協議も行われている模様だが、

休戦合意への期待感が高まるまでは、上振れリスクを残した

地合になる。引き続き、中東情勢のヘッドラインに一喜一憂

する展開になろう。

一方、OPECプラスは日量220万バレル規模の自主減産を実

施中だが、4月以降も減産継続の可能性が高まっている。4～

6月期、もしくは年末までの減産延長の可能性が協議されて

いる模様だ。3月上旬にも4月以降の方針が決まる見通しであ

り、更に具体的な動きがみられると買い安心感が強まろう。

米原油在庫は5週連続で増加しており、昨年11月24日の週以

来の高水準になっている。製油所稼働率が回復し始めている

ため在庫急増リスクは限定されるが、在庫の積み増し傾向が

続いた場合には調整売りが膨らむ可能性がある。

一方、3月8日には2月米雇用統計が発表される。米金利やド

ルの動向には注意が求められる。6日と7日にはパウエル米連

邦準備制度理事会（FRB）議長の発言が予定されていること

もイベントリスクになる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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